
 

 

『跡見学園女子大学 大学院案内 2025』の記載内容変更について 

 

 「マネジメント研究科 マネジメント専攻」（P.13～16）について、以下の通り、記載内
容が変更となります。 

 
 
 ＜「マネジメント演習」担当者（★印のある教員）の変更＞ 

 【変更前】許 伸江、山澤 成康、崔 勝淏、細川 淳、丸岡 吉人、村田 あが 
 【変更後】許 伸江、山澤 成康、崔 勝淏、丸岡 吉人、村田 あが、安藤 生大 
      ※「細川淳」は担当外となります。 
  ◎入学願書として提出する研究計画書に希望指導教員名を記入していただきますが、 

その際は変更後の「マネジメント演習」担当教員からお選びください。 
  ◎新規担当者については、別紙①＜新規・ 「マネジメント演習」担当者紹介＞をご覧く

ださい。 
 

 ＜新たに大学院科目を担当する教員＞ 

  大学院科目担当者として、以下の 2 名が追加となります。 
・村上 理 
・中西 希和 
◎新規担当者 2 名については、別紙②＜新規・大学院科目担当者紹介＞をご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



別紙① 
＜新規・ 「マネジメント演習」担当者紹介＞ 
 
教授 
安藤 生大（ANDO Takao） 

 
●担当科目 
サステイナブルマネジメント 
マネジメント学演習 
●専門分野／研究テーマ 

専門分野：環境科学、地球科学 
研究テーマ： 
・生活に関わる様々な物品のライフサイクルアセスメント（LCA）評価、 
・紙のリサイクルと環境教育 
・サーキュラーエコノミーに関連した「環境配慮コミュニティ設計（CDfE）」 
・ジオパークと町おこし 

●主要研究業績 
・ 『環境科学概論』（共著、大学教育出版） 
・ 「ADSORPTION MECHANISM OF Pb ON PAPER SLUDGE ASH TREATED BY 

NaOH HYDROTHERMAL REACTUION」Clay Science、12、p.243-248、2004 
Takao Ando, Takabumi Sakamoto, Osamu SUGIYAMA, Kimio Hiyoshi, Naoto MATSUE 
and Teruo HENMI （Clay Science 論文賞 受賞論文） 

・ 「Evaluation of chemical stability of heavy metals in industrial waste slag by infrared 
spectroscopy」J. Mater Cycles Waste Manag, 12, 302-307, 2010 
Takao Ando, Mayumi Jige, Hirotomo Ueno, Teruo Henmi, Zaenal Abidin, and Naoto 
Matsue 

●プロフィール 
地方公設試、民間企業の研究所、国の研究機関にて、様々な共同研究等を行ってきまし
た。また、地方の私立大学にて長期のレジデンス型の地域研究を行い、様々な環境・エ
ネルギー問題に取り組むと同時に、その成果を活かした町おこしや環境教育の実践を行
ってきました。このような経験を活かして、環境学における自然科学と社会科学の両面
をサポートすることができます。 

 
 
 
 
 
 
 



別紙② 
＜新規・大学院科目担当者紹介＞ 
 
准教授 
村上 理（MURAKAMI Osamu） 

 
●担当科目 

企業ファイナンス 
●専門分野／研究テーマ 

会計学／会計基準の設定プロセス、会計職業倫理 
●主要研究業績 

「米国会計士の職業倫理基準における『虚偽または誤謬のある財務諸表に対する意見表
明』に関する規定について－1917 年から 1941 年までを中心として－」（『跡見学園女子
大学マネジメント学部紀要』第 38 号）など 

●プロフィール 
金融機関における勤務経験と、研究者としての経験の両方を活かして教育に取り組んで
います。 
 

准教授 
中西 希和（NAKANISHI Kiwa） 

 
 
 
 

 
●担当科目 

ファッションマネジメント 
●専門分野／研究テーマ 

服装史、衣生活／舞台芸術とファッション、ファッション情報の伝達 
●主要研究業績 

「ファッション・ドールの役割と可能性」（『秋草学園短期大学紀要』37 号 2021 年）、
『発想が広がる ファッション・アパレル図鑑』（分担執筆、ナツメ社、2023 年）、「バレ
エ・リュスの作品におけるオリエンタリズムとファッション－ポール・ポワレのオリエ
ンタリズムとの比較」（『服飾文化学会誌』2006 年）、「水着の歴史に見る身体意識の変化」
（『服飾文化学会誌』2005 年）など 

●プロフィール 
博士（学術）。大学院家政学研究科修了後、大学、短大等でファッション関連の授業を
担当してきました。ファッションが持つ文化的・社会的な意味を様々な視点から考え、
学んでいきます。 


